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【要約】 

 本書では、学びをより良いものにするための助言が書かれている。まず課題を持ち、学

習を計画し、課題解決のために書籍やインターネットを用いて調べるスキル。そして、学

びをまとめて伝えるまでのポイントが書かれている。加えて、自主学習で磨く学習スキル

をテーマにしているので、学んだことをいかに評価するのかについても書かれている。こ

のように、アクティブラーニングによって、学びを定着するための指南書ともいえる。 

 

【感想】 

 学びの場が学校だけに限られているわけではないと思った。教育の現場は、学校がメイ

ンであり、家庭や塾などはサポート的な意味合いだと思っていたが、自主学習の重要性を

感じた。特に、五感を使って本物から学ぶという話は面白かった。子どもは書籍に頼る傾

向が出てきており、そういった学習は本をコピーしていることと同じで、自分の学習には

なっていないという。自分の学習にしていくためには、学習材に積極的な働きかけが必要

となる。インターネットよりも書籍という考えはあるが、この五感を使った学習は、忘れ

かけているように思える。 


